
第６回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 

 

 

令和７年７月２３日（水）午後６時３０分～ 

                小金井市第二庁舎８階８０１会議室 

 

 

 

 

１ 議題 

 

⑴  新規就任委員の紹介  

⑵  前回会議録の確認 

⑶  小金井市における学校部活動の地域連携について 

⑷  小金井市の学校部活動のあり方について 

⑸  今後の予定について 

⑹  その他 

 

２ 配布資料 

 

 資料１ 実証実験報告書（緑中学校バスケットボール部） 

 資料２ 市内剣道部と地域剣道クラブの連携取り組み進捗報告 

 資料３ 学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】 

資料４ 学校部活動から地域クラブ活動へ に関連した現在の状況 

資料５ 令和７年度小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 

スケジュール（案） 
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実証実験報告書 

小金井市部活動地域連携に関する実証実験報告書 

【実施概要】 
対象校  ：小金井市立緑中学校 

対象部活動：バスケットボール部（男子・女子） 

指導体制  ：顧問 3 名、指導員 2名、巡回者 2名 

活動日  ：毎週土曜日（10 回程度） 

 

【１. 実証実験の目的】 
・小金井市部活動の地域連携・移行に関して円滑に進めるための試験実施 

・生徒、保護者、学校（顧問）の受け入れ状況の確認 

・教員の負担軽減の効果検証 

 

【２. 実証実験の背景】 
・少子化の影響により、子どもの数が減少し、必要な部員数を確保できず、 

学校単独でのチーム編成が困難になっている。 

・教員の長時間労働環境に関する問題があり、部活動の指導負担が課題となっている。 

・部活動の指導に関わりたい教員もいれば、専門知識や指導技術の不足により、 

顧問を外れたい教員もいるなど、指導に対する意向が分かれている。 

 

【３. アンケート調査・分析について】 
・生徒、保護者、教員を対象にアンケートを実施 

・部活動の変化や課題を把握することが目的 

・選択式と自由記述をもとに、定量・定性の両面から分析 

・今後の小金井市部活動の方向性の参考資料とするために活用 

 

 

第６ 回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会　 資料1
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【４. 実証実験アンケート結果分析】 
① 実証実験アンケート結果報告書（生徒向け） 

男女バスケットボール部 26 名 

 

【1. 指導内容で印象的・役立ったと感じた部分】 

・多くの生徒・教員が「技術指導」や「戦術理解」に効果を感じており、特に実戦的な練習

（1-2-1-1、スクリーンアウト、体幹強化など）が印象に残ったという声が見られた。 

・女子生徒からは「シュートフォームの修正」や「丁寧な個別指導が自信につながった」と

の声もあり、技術面に加えて“気づかいや関わり方”が支えになっていたことがうかがえ

る。 

・一方で、「難しい内容も多く、すぐには実践で活かせなかった」「専門用語が多く、理解

に時間がかかった」という意見もあり、指導の伝え方や段階的な指導が今後の工夫ポイント

といえる。 

 

【2. 生徒の意欲・成長の実感】 

・指導員の関わりによって「部活動が楽しくなった」「声を出すことやチームを意識するよ

うになった」という変化が多く見られた。また、「以前より明るくなった」「練習メニュー

への集中力が上がった」と精神面でのプラスの影響を感じたとする声が多かった。 

・「競争意識」「実戦での意識強化」といった勝ちたい気持ちが刺激されたという意見が目

立ち、土曜指導の中でのテンポのある指導が好影響だったと考えられる。 

・一部には、「メニューが新しくなりすぎてついていけなかった」「最初は緊張して委縮し

てしまった」との声もあり、関わりの最初の段階での雰囲気づくりや導入支援が今後の課題

といえる。 

 

【3. チームへの影響・関係性の変化】 

・指導員が加わったことで、練習中の声の出し方や意識の持ち方に明らかな変化があり、結

果として「チームのまとまりが増した」「雰囲気がよくなった」との声が多かった。 

・生徒からは「声かけを通じて仲間の意識も変わった」「チームで戦う姿勢を持つようにな

った」という言葉も聞かれ、単なるスキル指導を超えたチームビルディングの効果がうかが

えた。 

・一方、「指導員が来る日と来ない日で練習の温度差がある」「毎回くるメンバーが違うた

め、チームとしての一体感を作るのが難しい場面もあった」との指摘もあり、継続的・一貫

的な関わりが課題として残る。 
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【4. 印象に残ったエピソード】 

・普段顧問が指導しない内容を取り入れてくれて刺激的だった 

・自分のプレーを動画で見て反省するという体験が新鮮だった 

・練習の合間の声かけや雑談が、安心感につながった 

・指導員の声かけでチーム全体のテンションが一段上がった 

・フリースローの時にフォームを一つずつ確認してくれて、試合で決まったのが嬉しかった 

練習内容そのものと関わり方の両面で、ポジティブな印象が残っていることがわかる。 

 

【5. 今後の指導で求めたいこと（要望・理想像）】 

・明るく親しみやすく、生徒に自然に寄り添ってくれる存在 

・個別に技術を教えてくれる丁寧さ 

・厳しさも持ち合わせ、部活としての締まりをつくってくれる 

・技術だけでなく「考え方」や「マナー」まで伝えてくれる 

・継続的に来てくれる安心感のある指導員 

・「教える」だけでなく「一緒に歩んでくれる」存在 

単なるスキル指導者ではなく、技術と人間性の両立が求められている。 

 

【6. 指導頻度・関わり方に関する意見】 

・「もっと来てほしかった」という声が多く、週 1 回ではやや物足りなさを感じる様子が見

られた。「会う間隔が空くと内容を忘れてしまう」「次のアドバイスを早くほしい」といっ

た声もあった。 

・一方では、「週 1 でも内容が濃くて効果があった」「週 2 になると体力的に厳しいかも」

と、実施頻度を適当とする声も見受けられた。 

 

【7. 土曜のみ指導」に関する意見】 

・「困った」との声はなく、週末だけでも一定の効果があったとされている。 

・「土曜日だけでも部の雰囲気が変わった」「学んだことを平日に活かす流れができた」と

いうポジティブな意見が多く、限られた時間でも質の高い関わりがあれば十分に意味がある

ことが示された。 

 

今回の指導員導入により、生徒の多くが「練習の楽しさ」や「技術の向上」「チームの雰囲

気改善」など、前向きな変化を実感していた。 
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② 実証実験アンケート結果報告書（保護者向け） 

対象：17 名 

 

【1. お子様の変化（技術・精神・意欲など）】 

・保護者の多くから、技術面・精神面での成長が実感されているとの声が上がった。特に男

子では、フィジカルや基礎トレーニングに重点を置いたメニューによる効果を具体的に記述

する保護者も見られた。 

・一方、「まだ変化は感じにくい」「個人差がある」との記述もあり、頻度や指導アプロー

チの工夫が今後の課題として浮かび上がった。 

 

【2. 指導内容や不安点】 

・練習内容への不安はほとんどなく、安心して任せられるという声が多数。 

・「もっと早い時期に導入してほしかった」「計画的に技術を積み上げる設計が必要」とい

った改善提案も一定数寄せられている。 

・「練習メニューの説明が親にもあると安心できる」「子どもが目的を理解していない時が

ある」といったコミュニケーションの補足を求める声もあり、伝え方や見える化の工夫が今

後の課題。 

 

【3. 指導内容や不安点】 

・保護者からは、協調性・責任感・主体性の育成に効果があったという声が多く見られた。 

・「朝の準備が早くなった」「自分から練習メニューを復習するようになった」など、家庭

での変化として行動面の成長を感じるコメントが複数寄せられた。 

・一方で、「全体としての雰囲気は変わったが、個々に目に見える変化はまだ少ない」とい

う慎重な意見もあり、成長を測る尺度の明確化が必要という声もあった。 

 

【4. 保護者としての関わりやサポートの変化】 

・家庭内での会話が増えた、スケジュールを配慮するようになったなどの小さな変化は一定

見られたが、大多数は「特に変化はない」と回答。 

・リマインドメールへの感謝や、運営側の丁寧な情報提供が「安心感につながった」との評

価も高かった。 

・一方で、「LINE での連絡の方が気づきやすい」「欠席連絡の仕組みをもっと簡単に」と

いった連絡方法に関する意見がいくつか見られた。 
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【5. 指導スタイル・接し方に関する意見】 

・「指導が優しく丁寧だった」「バランスが取れていて好印象」という好意的な意見がある

一方で、「もう少し厳しさがあっても良い」「宿題のような形で継続的な課題を出してほし

い」などの意見もあり、指導スタイルへの期待は多様化している。 

・「練習の目的が明確になると、子どもの吸収が変わる」という指摘もあり、伝え方や目的

共有の工夫が求められている。 

 

【6. 今後への期待と課題】 

・制度としての継続を望む声が多く、その中には「顧問と指導員で役割をうまく分けてほし

い」「平日にも外部指導の時間を設けてほしい」という具体的な要望もあった。 

・「チーム内での温度差が生まれていた」との指摘もあり、指導員導入により活性化した層

とついていけなかった層の二極化が一部で発生していた可能性もある。 

 

【7. 指導員に求める今後の役割（自由記述より）】 

・技術指導を中心に担ってほしい 

・精神面でのフォローも期待している 

・顧問との役割分担を明確にして連携してほしい 

・生徒の相談対応や見守り的な立場も求められている 

・試合対応やメンタル面でのサポートも担ってほしい 

 

 

③ 実証実験アンケート結果報告書（教員向け） 

対象：顧問 3 名  

 

【1. 指導効果と練習内容への影響】 

・全員が「少し改善した」と回答しており、大きな改革ではないが、練習効率や内容への貢

献は一定の評価あり。 

・学校内では対応が難しいフィジカル・戦術面の強化に寄与していた点は、外部指導者の専

門性が生かされた好例といえる。 

・チームワークや戦術へのアプローチが新鮮だった。 

・一方で、「劇的な変化があったとは言い難い」との記述もあり、時間的制約の中で成果が

見えづらい側面も存在した。 
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【2. 教員の意識変化と役割再考】 

・「土日の指導だけでも心理的・身体的負担が軽減された」との声が複数。 

・指導員の存在を通じて、「顧問＝伴走者」としての役割再定義のきっかけになったという

意見もあった。 

・見守ることに専念できたことで、生徒を見る視点が変わった。 

・一方で、指導員と顧問の役割が明確にされないまま進んだことで、責任の所在が曖昧にな

り、不安を感じた教員もいた。 

・指導員が日常的に関われないことから、継続的な指導方針の統一が難しいとの指摘あり。 

 

【3. 連携体制と共有不足】 

・「事前の打ち合わせがあることで安心できた」「共通言語が持てた」との肯定的意見。 

・担当教員の声からは、部活動への関与意欲にばらつきがある現実や、「部活動をしたくな

い教員も一定数いる」一方で、「部活動に携わりたい教員もいる」という組織内の課題も浮

き彫りとなった。 

 

【4. 生徒との関わりとモチベーション】 

・一部の生徒に対し、指導員の存在が良い刺激となり、練習への姿勢が変わったという実感

あり。 

・指導員による個別声かけ・課題提示が、生徒の意欲を引き出す要因にもなっていた。 

・一方で、生徒の個性・理解度に応じた関わりが難しく、「関係構築に時間がかかってい

た」という印象もあった。 

 

【5. 今後の導入に向けて】 

・全教員が「導入継続に前向き」と回答。ただし「指導員の資質と、学校ごとの適合性を見

極める仕組みが必要」との声が複数。 

・単なる外部委託ではなく、「伴走型のチーム運営体制の一部」として再設計していく必要

性が強調された。 
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【５. まとめ】 
① 指導員導入による効果 

アンケート結果を基に、指導員導入による効果を記載。 

【生徒面】 

・練習への意欲が大きく向上した。 

・技術的なスキルアップだけでなく、チームワーク・協調性向上も一定の成果。 

・指導頻度への希望（「もっと来てほしい」「平日も指導希望」）が多数。 

 

【保護者面】 

・技術や精神面双方でポジティブな変化を強く実感。 

・全体傾向として肯定的だが、変化の実感にばらつきあり。 

練習内容や運営への不安はほぼ見られず、安心して任せられる環境構築に成功。 

 

【顧問面】 

・教員負担軽減効果あり（特に土日勤務負担軽減）。 

・指導方法・課題発見に新たな視点を得た。 

 

② 課題点 

アンケート結果を基に、指導員導入による課題を記載。 

【生徒面】 

・指導頻度が限られていたため、平日と土曜で指導方針の一貫性に課題あり。 

・成果実感に個人差があり、特に女子では「変化をあまり感じなかった」層も一定数存在。 

 

【保護者面】 

・指導員⇔顧問⇔保護者の三者間での簡易な情報共有フローの構築が課題。 

・リマインドメールなど連絡体制への賛否が分かれる。（過剰サービス・必要最低限） 

 

【顧問面】 

・指導員との指導内容共有や連携が十分でない場面があった。 

・三者にポジティブな影響を与える結果となり、導入効果が十分に認められた。 



小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 
市内剣道部と地域剣道クラブの連携取り組み進捗報告       （検討委員・砂子） 
 
・現在小金井市内には一校のみ剣道部があります。（小金井第二中学校） 
・2025 年 1 月より顧問の先生方と小金井市剣道連盟中学生部との連携を検討 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
“連携施策” 

・2025 年 1 月 25 日（土）小金井第二中学校剣道部稽古に中学生部指導者が視察参加 

・2 月 1 日（土）外部指導員として二中剣道部の稽古指導（中学生部指導員 2 名） 

・3 月 15 日（土）「R7 年度小金井市剣道連盟中学生部説明会」 

（二中剣道部・中学生部、両保護者参加） 

・4 月 12 日（土）二中剣道部外部指導 

・4 月 26 日（土）小金井第二中学校剣道部・小金井市剣道連盟中学生部合同稽古 

・4 月 28 日（月）「小金井第二中学校剣道部保護者会」へ中学生部・外部指導員として参加 

・4 月 12 日（土）外部指導員として二中剣道部の稽古指導 

・5 月 17 日（土）小金井第二中学校剣道部・小金井市剣道連盟中学生部合同稽古 

・5 月 24 日（土）外部指導員として二中剣道部の稽古指導 

・6 月 15 日（土）小金井第二中学校剣道部・小金井市剣道連盟中学生部合同稽古 

・6 月 28 日（土）、7 月 5 日（土）外部指導員として二中剣道部の稽古指導 

・7 月 26 日（土）、8 月 2 日（土）、8 月 27 日（水）合同稽古 
 
 
＊6 月 8 日、7 月 6 日 第 10 ブロック団体戦（公式戦）へ 
小金井緑中学校男子生徒 4 名が教員引率の元出場させて頂きました。 
 

＊「小金井市剣道連盟中学生部」

https://www.koganeiken.com/middle-school/ 
令和 4 年度より、市内中学校において剣道部が無い生

徒に中学生同士の稽古と試合出場の場を提供する為、

創設。生徒は東京都中学校体育連盟剣道部第 10 ブロッ

ク個人戦に出場しています。 
中学生の部を創設する事で、各中学校や各道場の枠を

外し、広く市内生徒が集い、剣道を続けて行ける機会

を作ります。（小金井第一、第二、南、東、緑中学校在

籍の生徒が参加。他地域、私立含む） 

第６回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 資料２ 

https://www.koganeiken.com/middle-school/


（施策の効果と検証） 
 
・各学校へ通う剣道をしたい生徒が合同稽古を行うことで、交流し、切磋琢磨できる環境を

作れたことは非常に有意義なことで、中体連試合での相互応援等、短い期間でも成長してい

る姿が見れる。 
・段階を踏んだ適切な基礎を、未経験者の生徒へも指導できる。 
・挨拶や礼法等を指導できる。 
・昇級、昇段審査に向けた木刀稽古、試合参加、審判の仕方等の指導を行える。 
 
・保護者への説明会は複数回の説明会が必要と感じた。（来られた方は一定理解を頂けるが

心配事などもあり、聞き取ることができた。） 
・生徒と保護者への定期的なフォローアップを行い、都度改善をしていく。 
・顧問の先生方に生徒と保護者との各やりとりについて都度連絡をして頂く為、ご負担をか

けてしまう。引き続き理解を深め、簡潔に円滑に進めていければと思います。 
 
 

合同稽古の様子 



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

1 学校の働き方改革を踏まえた部活動改革【国】（R2.9.1）

文書のポイント
・休日部活動の段階的な地域移行（学校部活動から地域部

活動への転換）を図る。

・令和５年度以降、休日の学校部活動の段階的地域移行を図

り、「休日の部活動の指導を望まない教師が休日の部活動に

従事しない」ことを示す。

第６回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 資料３



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

2 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン【国】（R4.12）

文書のポイント
・令和５～７年度までの３年間を改革推進期間として地域連

携・地域移行に取り組み、可能な限り早期の実現を目指す。

・まずは休日における環境整備を推進。

・生徒の活動の場として整備すべき地域クラブ活動の在り方

を示す。



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

2 学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン【国】（R4.12）



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

3 学校部活動の地域連携・地域移行に関する推進計画【都】（R5.3）

文書のポイント
・令和５～７年度の都の地域連携・地域移行に関する取組（区

市町村との情報交換会、検討委員会の開催、休日の指導者の

確保等）等を記載。

・ 区市町村の取組について、協議会の開催や方針及び計画

等に基づく地域連携・地域移行の推進。



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

3 学校部活動の地域連携・地域移行に関する推進計画【都】（R5.3）



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

3 学校部活動の地域連携・地域移行に関する推進計画【都】（R5.3）



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

4 地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議最終とりまとめ【国】（R7.5.16）

文書のポイント
・部活動改革の理念と地域クラブ活動の在り方が示されたう

えで、これらをより的確に表すため、「地域移行」という名称を

「地域展開」に変更。

・令和８～１０年度を前期、１１～１３年度を後期とする「改革

実行期間（仮称）と位置づけ、同期間内に休日については全

ての学校部活動の地域展開を目指す。

・受益者負担の在り方の検討の必要性を示す。



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

4 地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議最終とりまとめ【国】（R7.5.16）



学校部活動の地域連携・地域移行（展開）に関する動向【概要】

4 地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議最終とりまとめ【国】（R7.5.16）



学校部活動から地域クラブ活動へ
に関連した現在の状況

第６ 回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会　 資料４



「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する
実行会議」 最終とりまとめ



「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する
実行会議」 最終とりまとめ

https://www.yomiuri.co.j
p/local/kansai/news/202
50630-OYO1T50002/

神戸市

https://www.yomiuri.co.j


改革の現状とスケジュール

１．改革の経緯と現状
①改革実証の期間と自治体の拡大

(ア)平成31年の中教審の方針以降、令和2年度～令和4年度にかけて議論が重ねられた。
(イ)令和5年度～令和7年度は改革推進期間とされ、主に休日の部活動の地域移行に関する実証事業が実施され

ている。
(ウ)実証自治体数は当初300超から、今年度は700～800自治体へと拡大予定。
(エ)予算も4回ほど増額され、スポーツ庁はスポーツ分野で41億円、文化を含めると45億円の予算を確保してい

る。

２．現在の部活動の状況
①全国で約11万の部活動が存在。
②2万を超える部活動がすでに地域移行または地域連携の形態で運営されている。
③令和8年度には部活動の半数以上が地域移行する見込みが示された。

３．改革の具体的な実施計画とタイムライン
①全体実施スケジュール
（ア）改革期間は前期（令和8年度～令和10年度）、中期（令和11年度～令和13年度）に分かれる。
（イ）前期内に必ず着手し、すべての学校部活動が地域展開へ移行することを目標とする。特に休日の活動は令和13

年度までに地域展開を完了させる方針。



部活動の関わる全国的な改革の理念と基本方針

１．少子化対策と子どもたちのスポーツ・文化活動の確保
①子どもたちが将来にわたりスポーツや文化芸術に親しむ機会を確保することが改革の理念。
②少子化や教員の負担増、指導の質の低下などの課題に対応し、学校単位での活動が困難な現状を踏まえ、地

域全体で支え合う仕組みづくりを目指す。

２．学校部活動から地域クラブ活動への移行
①従来の「地域移行」から「地域展開」へと名称も含めて転換し、全体で支える体制を構築（学校施設の優先貸出、外

部指導者の活用、やる気のある教員の兼業・研究活用など）。
②地域クラブ活動として新たな価値創出（例：不登校傾向の子どもたちへの支援、地元伝統文化の学習、異年齢交流、

学校ではできなかった種目の導入など）も推進。

３．地域クラブ活動の意義は学校部活動の教育的意義を継承しつつ、発展させる
①学習指導要領との連携

（ア）学校教育の一環としての部活動の意義を継承し、新たな地域クラブの運営方針と連動。
（イ）次期学習指導要領改定においても、地域クラブ活動の教育的意義を反映する議論が進められている。
（ウ）質の高い探究的な学びとの関係性

②障害のある子どもへの取り組み
（ア）障害のある子どもたちが参加できる活動形態の検討や、より開かれた活動の推進。

４．国による定義・認定制度の整備
①国が地域クラブの定義や要件を明確にし、地方公共団体が認定する新たな仕組みを構築予定。
②この定義・要件は来年度から全国展開を目指し、夏ごろに提示予定。



質の高い探究的な学びの実現
と

それを支える地域人材にについて

東京学芸大学
教育インキュベーションセンター長 教授

金子 嘉宏



中央教育審議会への文部科学大臣の諮問

★質の高い探究的な学びを実現するための「総合的な学習の時間」、「総合的な探究の時間」の改善・充実の
あり方をどのように考えるか。その際、情報活用能力の育成との一体的な充実や教科等横断的な学びの充実を

   どのように考えるか。」

「情報活用能力の育成の重要性」「情報活用能力の抜本的向上」
「興味・関心や能力・特性に応じて子どもが学びを自己調整し、教材や方法を選択できる指導計画や学習環境のデ
ザインの重要性」

「初等中等教育段階における文理横断・文理融合の観点からの改善」
「国家や 社会の形成者として、主体的に社会参画するための教育の改善」
「職業教育を含め、現状・課題や就業構造の変化等も踏まえた今後の改善」

★教育課程の実施に伴う負担への指摘に真摯に向き合うこと
「教育課程の実施に伴う過度な負担や負担感が生じにくいあり方」
「現代的な諸課題を踏まえた様々な教育の充実について、教育課程の実施に伴う負担への指摘等に留意」
「「社会に開かれた教育課程」を持続可能な形で実現」
「コミュニティ・スクールを含む地域や家庭との連携・協働を促進しつつ、過度な負担を生じさせずにカリキュ
ラム・マネジメントを実質化」

★多様な専門性や背景を有する社会人等が教職へ参入しやすくなるような制度のあり方デル

探究的な
学び

情報活用
能力

文理融合 社会参画 職業教育

学校教育
への

過負担

社会に
開かれた
教育課程

コミュニ
ティ

スクール

多様な
専門性



質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み

教育課程部会 教育課程企画特別部会（第8回） 配付資料



個別最適な学び 指導の個別化と学習の個性化

標
準
化
し
た
学
習
方
法

標準化した学習内容

個性化した学習内容

個
別
化
し
た
学
習
方
法

一斉授業
指導の
個別化

学習の
個性化

探究的な学び

理想の人物像
の個性化

Well-being
の個性化

誰一人
取り残さず
社会で不幸

Ill-beingにな
らない

セーフティネット

誰もが野球を
見られるようにする



学習内容の個性化 理想の個性化

ボールが当たらないよう
にするには

どうしたらいいだろう？

どうやったら
壁の向こうが

見えるようになるかな？

あんな
速い球

どうやったら投げられる
んだろうか？

https://youtu.be/qgSzGIkFq2A?
si=aqvir-p1h4BvIc8Z

学習の個性化を進めるとは？

https://youtu.be/qgSzGIkFq2A?


子ども達の学び

興
味
あ
る

役に立つ

役に立たない

興
味
な
い

教育を通して
行われる

学び
（公教育）

主
体
的
な
学
び



主体的な学びと教科教育

興
味
あ
る

役に立つ

役に立たない

興
味
な
い

教育を通して
行われる

学び
（公教育）

も
っ
と
学
び
た
い

も
っ
と
学
び
た
い

も
っ
と
学
び
た
い

主
体
的
な
学
び

世界の目次を
見せる 新たな「問い」

の発生



も
っ
と
や
り
た
い
！

も
っ
と
学
び
た
い
！

教科教育

STEAM
活動

学
習
の
個
性
化

探究的な
活動

主体的な学び
総合的な学習の時間

学校教育から生まれる主体的な学び
世界の目次を見せる／好奇心の起動

世
界
の
目
次
を
見
て

好
奇
心
の
発
動



子どもの学びを最大限優先しながら
地域の大人も一緒に学ぶ

「開かれた学校」

開かれた学校 ／ 大人も部活動

探究的な
活動

STEAM
活動

学
習
の
個
性
化

放課後の学び
地域クラブ活動

主体的な学び
総合的な学習の時間



子どもの学びを最大限優先しながら
地域の大人も一緒に学ぶ

「開かれた学校」
「大人も部活動！」

開かれた学校 ／ 大人も部活動

探究的な
活動

STEAM
活動

学
習
の
個
性
化

放課後の学び
地域クラブ活動

指導者

伴走者

主体的な学び
総合的な学習の時間



学校で学んでいることとSTEAM教育

創造／創る 探究／知る
なんで

バッタはあんなに
ジャンプできるんだ？

バッタの跳べる仕組みを
活用して

自分ももっと高くジャンプするには
どうしたらいいんだ？

FIGURE 5-1 Design and investigation cycles in Learning by Design.
SOURCE: Kolodner (2009).

学校で主に
学んでいること

探究的な
学び



探究的な学びのプロセス例



成功／失敗
新たな
「問い」

探究学習は調べ学習？

調べて

考えて

発表する

プロトタイピング
実践検証

探究と創造の
往還

新たな
「問い」？

探究の
サイクル？



探究的な学び 個人的なポイント

問題解決のプロセスを通して

知識・技能を横断的に活用し

探究と創造を往還する

経験を積む

ありたい姿を
描く

（アート・リベラルアーツ）

問題の原因の
探究

（データサイエンス）

プロト
タイピング

（STEM／教科横断・
現代的スキル／データサ

イエンス）

振り返り
（活動の学び化）



具体的に何をするの？



価値創造的探究学習のプロセスの例

家族が健康でいてほしい

→日本の中高年の健康状況や健康対策について調べる

→日本の中高年に運動が足りていないということ突き止める
 国が健康対策として運動の促進をしているが、うまくいっていない

→自分の親にヒアリング

→自分の親が運動を継続するにはどうしたらいいかという課題の設定

→国や医師（社会的）でなく、自分たちが働きかける（家庭的アプローチ）

→「親が１時間運動したら、１時間１０分お手伝いをする」という打ち手
のプロトタイピング（自分達の家庭で試す）

→３家族中２家族の親が３か月以上運動が続いた

→アプリにしてみよう！

→振り返り／中高年の健康状況の改善を普及したい！



一人旅したい

→旅行の計画の立て方を調べたり、考えたりする

→一人旅を計画して旅行に行ってみる

→旅行先できれいな景色の写真を撮る

→家族に写真を見せながら、旅行について話をする
写真撮って人に見せるの楽しいな

→きれいな写真の撮り方を調べたり、考えたりする

→また、旅行に行って写真をとって友達に見せる

→振り返り／自分の旅行の写真集をつくってみたい！

価値創造的探究学習のプロセスの例



サッカーやりたい！

→なんとなくシュート練習をする

→先生と一緒に活動を振り返り、何がやりたいのか深堀する

→シュートのスピードをあげたい！

→左足をつく場所ごとにシュートのスピードを計ってみよう

→一番、速いのはボールの少し後ろで思ったよりも離れた場所の方が速くなる！

→毎回、同じ場所に足をつけられないな

→印をつけて、練習したら、できるようになるかな？

価値創造的探究学習のプロセスの例



価値創造的探究学習の評価と授業の振り返り



指導者は問題解決の成果を評価するのではない
（生徒が成果を出すためだけに支援するのではない）

問題解決の結果である成果を評価する

指導者は問題解決のプロセスを評価する。
（生徒がプロセスを踏めることを支援する）

価値創造的探究学習における
児童生徒の活動の総括的評価

指導者は問題解決のプロセスを通して何を学んだかを評価する。
（生徒がプロセスを踏めることを支援する）

試合で
評価するの？



どんな成果物ができあがったかを
発表するのではなく

総括的評価をしやすい最終発表と振り返り

どんなありたい姿を描いたか？
どんなあるべき姿を描いたか？

どんな問題を見つけたか？
その問題の原因は何だったか？

その問題の原因に対してどのような課題を設定したか？
どのような解決策を考えたか？

その解決策のプロトタイプを行った結果
その解決策はどうであったのか？

問題解決のプロセスに沿って
発表し、振り返る

演奏会で
評価するの？



探究を堪能する！



価値創造的探究学習

探究と創造をたのしむ！

Appreciating the world and living

世界と人生を堪能する

To enjoy crafting something for someone

何かをクラフトすることを愉しむ



しごと

自分のやりことの底にある思いを見つける

doing something that moves your heart

心が動くことをする

creating something worthwhile

何か価値を生み出す



価値創造的探究学習の導入／モクテルワークショップ

ありたい姿
を描く

問題の原因
の探究

プロト
タイピング

振り返り



価値創造的探究学習の伴走者の役割



伴走者・コーチ
（担い手がいない）

専門家

伴走者コーディネート／伴走者支援

（伴走者が連携をサポート）

（地域学校協働活動推進員）

価値創造的探究学習を推進する際の登場人物

教
員
は
全
体
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
評
価
を
行
っ
て
い
く 価値創造的探究学習実践チーム



問題解決のプロセスを通して

知識・技能を横断的に活用し

探究と創造を往還する

経験を積む

ありたい姿を
描く

（アート・リベラルアーツ）

問題の原因の
探究

（データサイエンス）

プロト
タイピング

（STEM／教科横断・
現代的スキル／データサ

イエンス）

振り返り
（活動の学び化）

価値創造的探究学習／STEAM教育のポイント

伴走者

専門家 キャリアコンサル



伴走者の役割

ありたい姿の
構想支援

調べ学習支援

データに基づく
課題設定支援

アイディアだし
支援

プロトタイピング
（データに基づく検証）

支援

プロフェッショナル
（システムエンジニア）

コーディネート

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

自己決定
相談相手がいる
やれそうな予感

振返り支援
キャリア教育



伴走者の役割

ありたい姿の
構想支援

調べ学習支援
プロフェッショナル

（旅行代理店）
コーディネート

プロトタイピング
（データに基づく検証）

支援

ありたい姿
の再構想支援

プロトタイピング
（データに基づく検証）

支援

調べ学習支援
プロフェッショナル

（写真ビジネ）
コーディネート

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持

自己決定
相談相手がいる
やれそうな予感

振返り支援
キャリア教育



仲間をみつける！

→ 話を聞いてくれず、自分ばっかりしゃべる

→ 子ども扱いしてくる

→ 「できない理由」ばかり言ってきて、
「どうやったらできるか」の相談にのってくれない

→ 失敗しているのにきれいにまとめさせようとする

→ 失敗しろって言っているのに
すごい成果を出させようとする

仲間にすると
面白い大人

→ 話を聞いてくれる人

   〇 「それはできないね」
と言わない人

   〇 「どうやったらできるか」
の相談に乗ってくれる人

→自分がやりたいことについ
てのプロフェッショナル

こんな大人に気をつけろ！



価値創造的探究学習・STEAM教育（学びの個性化）
の実現のためにはどれくらいの伴走者が必要なのか？

どれくらいの伴走者が必要なのか？

令和4年度 高校1年生 1,005,434人
（令和4年度 学校基本調査）

5人1チームとして 201,087チーム

一人の伴走者が３チームを見るとして 67,029人

地域人材や学生を確保できるか？
生成AIの可能性は？

高学年の生徒による伴走の可能性は？



子ども達が一人ひとりやりたことに夢中になれる
地域クラブ活動の方向性（案）



基本的な方針 大きな区分け
必要な大人と
環境

顕在化する課題 課題解決の方向性

子ども達が
やりたことに
夢中になれる

上を目指す

〇子ども達が
やりたい活動
全てに継続的
に対応するレ
ベルの高い指
導者

〇高い頻度で
の活動と活動
場所

異動のある教員が自分の勤める学校でこの役割を担
う方法はあるか？

学校部活動から地域クラブ活動の流れで解消される。

全校にレベルの高い指導者を継続的に頻度高く配置
する方法はあるか？

地域クラブ活動の定義により、
①必要とされる人材像とその数
②必要とされる場所
が変わってくるため、
「地域クラブ活動」がどのような価値を創出するのか
を議論が優先される。

子ども達のやりたい活動全てにレベルの高い指導者
を継続的に頻度高く配置する方法はあるか？

子ども達のやりたい活動全てに頻度高く活動できる
場所を準備する方法があるか？

この活動を公教育として行う根拠はあるか？

費用を払えば、レベルの高い指導者の指導を受ける
ことは可能ではあるが、その場合の貧困の問題をど
うクリアするか？

指導者の予算をどうするか？

活動すること
に夢中になる

〇専門家との
コーディネー
トができる伴
走者

〇好きな時に
好きなことを
好きなだけ活
動する

異動のある教員が自分が務める学校でこの役割を担
う方法はあるか？

学校部活動から地域クラブ活動の流れで解消される。

全校に十分な人数（何人？）の水準以上のコーチング
スキルを持った伴走者を配置する方法はあるか？ 地域クラブ活動の定義により、

①必要とされる人材像とその数
②必要とされる場所
が変わってくるため、
「地域クラブ活動」がどのような価値を創出するのか
を議論が優先される。

伴走者は地域に活動場所やコミュニティやプロを見
つける方法はあるか？

「活動することを楽しむ」から「上を目指す」に変わっ
たときにどうするか？

伴走者の予算をどうするか？



方向性の提案

子ども達が一人ひとりが （個性化と包摂性）
やりたいことに （自己決定）

夢中になり、振り返ることを （質の高い探究）
最先端技術を導入して、 （学びのDX）

地域が支える （開かれた学校）

地域クラブ活動



モチベーションと自己決定

自己調整活動

脳がみるみるやる気を出し
情熱的モチベーションが生まれる

「3大習慣」

https://diamond.jp/articles/-/267867?page=2

つながり
（頼れる人がいる）

有能感
（やれそうな予感）

自発性
（自分で決める）

https://diamond.jp/articles/-/267867?page=2


遊びが成立する条件

間 動き 安心感

不安定で、思い通りにならない 失敗してもいい体験

西村 清和の「遊びの現象学」の観点より



遊びって、要するに

想定外（他者や非日常）と出会い

思い通りにならない、不安定をいったり、きたりすることに

「失敗してもいい」という安心感を感じつつ

挑み、夢中になる



勉強？ 遊び？

想定外（他者や非日常）と出会い

思い通りにならない、不安定をいったり、きたりする
ことに

「失敗してもいい」という安心感を感じつつ

挑み、夢中になる

【遊び】

想定外（他者や非日常）と出会い

思い通りにならない、不安定をいったり、きたりする
ことに

「失敗してもいい」という安心感を感じつつ

挑み、夢中になる

【勉強・仕事】

→ 挑まさせられ、必死になる

→ 「結果をだせ」というプレッシャーを感じつつ

→ 他者と日常的に継続的に向かい合い

遊びLESS



「価値創造的な探究学習」の可能性

想定外（他者や非日常）と出会い

思い通りにならない、不安定をいったり、きたりする
ことに

「失敗してもいい」という安心感を感じつつ

挑み、夢中になる

【価値創造的探究学習の学び】

想定外（他者や非日常）と出会い

思い通りにならない、不安定をいったり、きたりする
ことに

「失敗してもいい」という安心感を感じつつ

挑み、夢中になる

【勉強・仕事】

→ 挑まさせられ、必死になる

→ 「結果をだせ」というプレッシャーを感じつつ

→ 他者と日常的に継続的に向かい合い

→ 結果でなく、プロセスを評価

→ 非日常・異文化（チラ見、よそ見）

→ 自発的（「好き」なテーマに取り組む）

学びなんだけど遊び



方向性の提案

子ども達が一人ひとりが （個性化と包摂性）
やりたいことに （自己決定）

夢中になり、振り返ることを （質の高い探究）
最先端技術を導入して、 （学びのDX）

地域が支える （開かれた学校）

地域クラブ活動



方向性の提案

活動内容 ①子ども達一人ひとりがやりたいこと。 自己、もしくは、チームで子ども達が自ら調整したこと。

②やったことを振り返り、記録し、次の活動を決めていくこと。

活動頻度 子ども達一人ひとりがやりたいだけ。 自己、もしくは、チームで子ども達が自ら調整した頻度。

どんな大人が
必要か？

①安全管理をする人
／すべての活動

②活動と振り返りを支援する伴走者
／週１くらいでもよい／オンラインの可能性

③活動に関する専門的な知識・技能を持ったアドバイザー（≠指導者）
／月１くらいでもよい／オンラインの可能性

どんな場所が
必要か？

①やりたいことを決めるために相談できる場所
（≒居場所／放課後の学校の開放／オンライン上でも可）

②活動・発表する場所
（活動によって場所は異なる。／放課後の学校の特別教室等の開放）

③振り返りをする場所
（≒居場所／オンライン上でも可／放課後の学校の開放）

活動チーム チームでなくてもよい。（一人活動もOK。）

同じ学校内でなくてもよい。

同年代だけでなくてもよい。





 
 
 

令和７年度小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会スケジュール（案） 
 
 
 

第１回   
日時 ７月２３日（水） １８時３０分～ 

    場所 小金井市第二庁舎８階８０１会議室 
    
 

第２回 
    日時 １１月２６日（水） 
    場所 小金井市役所第二庁舎８０１会議室（予定） 
 
 

第３回 
日時 １月２０日（火） １８時３０分～ 

    場所 小金井市役所第二庁舎８０１会議室（予定） 
 
 

第４回 
日時 ３月１７日（火） １８時３０分～ 

    場所 小金井市役所第二庁舎８０１会議室（予定） 
 
 

第６回小金井市立学校部活動の地域連携に関する検討委員会 資料５ 


